
塾習熟魔塾
執相聞轍鮒軸

Fむrl J m

News Let t er

Vol ．6　2010

吉川賛和　会長
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国際ジャーナル発刊と新事務所への移転

シンビオ社会研究会の会員情報

温故知新
一黄葉会との講演会と懇親会

活動報告
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－ シンビオ国際カフェサロン2809

「国際コミュニケーションと文化　　。
一共に語ろう。私たちのアイデンティティー」



平
成
二
十
一
年
度
活
動
の
総
括
－
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
刊
と
新
事
務
所
へ
の
移
転

当
会
は
、
科
学
技
術
と
人
・
社
会
・
環
境
と
の
調
和
を
目
指
し
て
、
講
演
会
等
に
よ
る
社
会
啓
発
、

研
究
調
査
、
国
際
協
力
の
三
本
立
て
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
の
主
な
事
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
二
一
十
二
日
に
京

大
百
周
年
記
念
館
で
開
催
の
京
大
エ
ネ
ル
ギ
Ⅰ
科
学
G
C
O
E
に
よ
る
第
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ

の
協
力
と
、
三
年
連
続
で
同
じ
芝
蘭
会
館
で
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
に
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
当
会
の
会
員
有
志
を
中
心
に
約
一
年
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
「
新
リ
ス
ク
学
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
も
平
成
二
十
一
年
六
月
に
㈱
ミ
マ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
無
事
出
版
で
き
ま
し
た

。
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
関
連
し
て
、
シ
ン
ビ
オ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
学
習
室
　
（
原
子

力
編
）
　
の
教
材
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
二
十
一
年
度
一
杯
に
亘
っ
た
特
筆
す
べ
き
新
事
業
と
し
て
、
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
と
の

共
同
に
よ
る
国
際
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
原
子
力
安
全
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
　
（
I
J
N
S
）
を
発
刊

し
ま
し
た
。
こ
の
I
J
N
S
の
各
号
の
内
容
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
英
語
版
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

そ
し
て
今
後
の
I
J
N
S
の
本
格
的
な
継
続
的
編
集
作
業
の
た
め
、
（
財
）
応
用
科
学
研
究
所
の
ご
好

意
に
よ
り
、
当
会
の
事
務
所
を
同
所
敷
地
内
に
平
成
二
十
二
年
度
早
々
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
I
J
N
S
の
継
続
的
発
行
と
い
う
国
際
的
な
学
術
貢
献
以
外
に
、
新
た

な
研
究
調
査
に
も
取
り
組
み
た
く
本
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
参
画
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。特

定
非
営
利
活
動
法
人
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
　
会
長
　
吉
川
　
柴
和



役員リスト任期
平成22年5月9日一平成24年5月8日）

役職名 �氏名 �役割 � � 

会長 �吉川　柴和 �総括・総務 

副会長 �杉万　俊夫 �事業統括 

理事 �下田　宏 �学術事業 

理事 �長松　隆 �社会啓発事業 

理事 �伊藤　京子 �社会啓発事業 

理事 �作田　博 �学術事業 

理事 �松本　英治 �国際連携事業 

理事 �久郷　明秀 �社会啓発事業 

理事 �西川　佳秀 �社会啓発事業 

理事 �五福　明夫 �国際連携事業 �� 

理事 �山本　倫也 �学術事業 ��●  
理事 �手塚　哲央 �国際連携事業 

理事 �吉田　民也 �社会啓発事業 

理事 �中村　洋之 �国際連携事業 

理事 �田中　俊彦 �学術事業 

理事 �大須賀　安彦 �国際連携事 � 
臣≒ �ト1■ 巨一一一二‾‾ � � 
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会員の種類
シンピオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
1．正会員　2．登録会員　3．賛助会員　4．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、下表の通りです。なお、海外連絡会員
は、入会金、年会費は不要です。また、2007年度より次のようにしています。
● 本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
更には入会金は不要です。

● 正会員で2年間正会員章を滞納されると自動的に登録会員に変更します。

入会の方法
シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページより会員入会申込書
をダウンロードして、左記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。
● 郵送の場合
〒606－ 8202　　京都市左京区田中大堰町49
（財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛

・● 電子メール添付の場合

シンビオ社会研究会　事務局メール　symbi o＠ni ke．eonet．ne．j p

正会長 �登録会見 �賛助会員 

入会金 �1000円 �なし �なし 

年会費 �2000円 �なし �50000円／1口 
ニュースレター �郵送いたします �－  �郵送いたします 

講演会のメール案内 �あり　‾ �あり �あり 

協賛行事のメール案内 �あり �あり �あり 
セミナーの割引 �あり �なし �あり 

見学会の割引 �あり �なし �あり 
ホームページから活動 　報告の入手 �あり �なし �あり 

総会での議決権、役員 選挙権、役員被選挙権 �あり �なし �なし 

ホームページでの賛助 会員の明記及びリンク �－  �ー �あり 

シンピオの各種プロジェ クト活動の案内 �あり �なし �あり。P数に応 じた人数に参加 いただけます。 



黄乗合
平成22年4月30日　於：京大各館

長
松
　
隆

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日
、
京
大
会
館
で
の
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
通
常
総
会
の
あ

と
、
黄
欒
会
と
の
共
催
で
講
演
会
と
懇
親
会
が
あ
り
ま
し
た
。
黄
葉
会
と
は
、
昭
和
四
十
二

年
以
来
宇
治
市
黄
葉
の
京
大
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
旧
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
の
旧
若
林

研
究
室
を
囁
矢
と
す
る
4
つ
の
研
究
室
（
若
林
研
、
吉
川
研
、
宮
沢
研
、
下
田
研
）
　
の
O
B

た
ち
の
集
い
で
あ
る
。
現
・
下
田
研
究
室
が
、
平
成
二
十
一
年
度
末
に
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

引
越
し
て
、
宇
治
研
究
室
が
最
早
過
去
の
思
い
出
に
な
っ
た
の
を
記
念
し
、
若
林
先
生
ご
夫

妻
の
ご
参
加
を
得
て
の
黄
葉
会
O
B
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
黄
葉
会
O
B
の
、
日
本
H
D
D
㈱
特
別
顧
問
・
成
松
　
洋
　
氏
（
前
・
ク
イ
ン
タ

イ
ル
ズ
・
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
∴
ソ
ヤ
パ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
　
に
、
医
薬
品
会
社
の

社
長
経
験
を
も
と
に
、
「
日
本
の
産
業
活
性
化
に
つ
い
て
の
考
察
－
医
薬
品
産
業
を
例
と
し

て
ー
」
と
題
し
て
、
日
本
の
課
題
を
展
望
す
る
講
演
を
戴
き
ま
し
た
。

同
氏
は
、
日
本
の
医
薬
品
産
業
の
問
題
点
と
し
て
、
「
日
本
独
特
の
論
理
や
各
種
規
制
で

守
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
外
国
で
は
通
用
し
な
い
」
、
「
新
薬
開
発
に
不
可
欠
な
治
験
の

認
知
度
が
低
い
。
コ
ス
ト
高
、
遅
い
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
な
い
」
、
「
保
守
的
な
国

民
性
（
国
民
、
マ
ス
コ
ミ
、
フ
ァ
ン
ド
、
政
府
）
」
を
挙
げ
て
、
「
今
後
、
海
外
情
報
と
圧

力
で
国
際
レ
ベ
ル
と
の
整
合
が
求
め
ら
れ
る
が
、
最
大
の
問
題
は
言
葉
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
や
治
験
の
標
準
言
語
は
英
語
に
し
、
特
に
考
え
方
を
世
界
標
準
に
し
て
い
く
べ
し
。
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

成
松
氏
は
、
現
在
、
電
気
の
世
界
に
戻
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
立
ち
上
げ
に
奔
走
中
と
の

こ
と
で
、
最
近
国
際
地
位
下
降
気
味
の
日
本
産
業
復
活
へ
の
同
氏
の
意
気
込
み
に
、
参
加
の

O
B
全
員
大
変
感
銘
を
受
け
、
そ
の
あ
と
の
懇
親
会
が
大
変
元
気
に
、
に
ぎ
や
か
に
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
講
演
会
、
懇
親
会
の
世
話
を

し
て
頂
い
た
、
中
村
　
洋
之
氏
と
下
田
先
生
、
石
井
先
生
は
じ
め
研
究
室
の
皆
さ
ん
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。



l J NS紙ジャーナル表紙のイメージ

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル

「
原
子
力
α
安
全
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
発
行
に
つ
い
て

‰
後
藤
攣
志
す
㍗
燦
惹

吉
川
　
柴
和
　
記

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
日
本
の
敦
賀
市
で
「
第
一
回
二
十
一
世
紀
の

共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
会
議
（
云
弓
N
0
0
】
）
」
を
主
催
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
中
国
か
ら
参
加
の
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
核
科
学
工
程
学
院
の
　
張
　
志
倹
　
院
長
　
か

ら
、
第
二
回
一
S
S
弓
N
8
わ
の
ハ
ル
ビ
ン
開
催
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
、
シ
ン
ビ
オ

社
会
研
究
会
は
二
〇
〇
八
年
九
月
同
校
で
の
一
S
S
弓
N
O
冨
開
催
に
共
催
団
体
と
し
て
協
力
し
ま

した。そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
三
月
同
じ
く
張
　
志
倹
　
院
長
　
か
ら
中
国
の
原
子
力
研
究
を
国
際

レ
ベ
ル
に
向
上
す
る
た
め
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
発
行
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、

そ
の
結
果
同
校
と
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
と
が
協
力
し
て
「
原
子
力
安
全
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
に
関
す
る
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
1
J
N
S
）
を
年
4
回
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
印
刷
ジ
ャ

ー
ナ
ル
の
2
本
立
て
で
二
〇
一
〇
年
か
ら
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
三
月
未
に
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
第
言
下
を
発
行
し
ま
し
た
。
紙
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
か
ら
近

日
発
行
予
定
で
す
（
写
真
は
そ
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
）
。

以
上
が
I
J
N
S
発
刊
に
到
る
簡
単
な
経
緯
で
す
。
こ
の
間
論
文
の
寄
稿
や
査
読
、
編
集
作

業
に
多
大
の
協
力
を
戴
き
ま
し
た
本
会
会
員
各
位
は
じ
め
内
外
の
多
数
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
I
J
N
S
は
、
原
子
力
の
開
発
動
向
の
国
際
的
な
展
望
、
原
子
力
安
全
に
関
わ

る
関
連
分
野
の
最
新
研
究
状
況
の
解
説
と
基
礎
知
識
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ノ
ー
ト
、
そ
し
て
基
礎
か

ら
応
用
に
わ
た
る
原
著
論
文
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
国
際
会
議
一
S
S
弓
と
本
1
J
N
S

の
発
行
を
連
携
さ
せ
て
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
■
I
J
N
S
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
英
語
版
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

U
R
r
h
t
t
p
＝
＼
＼
s
y
ヨ
・
b
i
O
．
」
p
⊃
．
〇
「
g
＼
［
コ
g
≡
h
＼
h
O
∋
e
P
a
g
e
・
P
h
p
）



2008年講師との質疑の風景

2009国際カフェサロン風景一会場備え付け
の立派なテーブルを囲んで行われました

国
際
ヨ

シ
ン
ビ
オ
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
2
0
0
9

か

　

詳

く

糸
は

斗
シ
ョ
ン
と
文
化
－
共
に
語
ろ
う
。
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

久
郷
　
明
秀
　
記

滞
日
中
の
外
国
人
講
師
を
招
待
す
る
恒
例
の
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
は
、
十
月
三
十
一
日
　
（
土
）
午
後
に
京
大

芝
蘭
会
館
地
下
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
　
（
講
師
を
含
め
十
七
名
参
加
）
。

最
初
の
D
「
．
W
〓
f
r
e
d
く
a
コ
R
0
0
こ
e
⊃
氏
（
J
A
E
A
客
員
研
究
員
）
　
の
講
演
「
言
語
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
」
で
は
、
言
語
は
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
要
素
で
、
言
語
・
文
化
は
、
宗
教
・
民
族
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
。
母
国
オ
ラ
ン
ダ
は
一
つ
の
文
化
な
が
ら
三
つ
も
言
語
が
あ
る
が
、
日
本
は
一
つ
の
言
語
だ
け
と
は

自
分
に
と
っ
て
驚
き
だ
。
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
」
　
日
本
社
会
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
大
事
な
こ
と
で
は
な

い
か
？
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
触
発
さ
れ
、
「
日
本
に
は
八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
　
の
神
が
存
在
し
、

全
て
を
包
含
し
許
容
す
る
価
値
観
が
存
在
す
る
。
言
語
が
一
つ
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
結
果
か
も
し

れ
な
い
」
等
の
意
見
や
、
「
鈴
虫
の
音
（
声
）
は
西
洋
人
に
は
雑
音
（
ノ
イ
ズ
）
　
に
聞
こ
え
る
が
、
日
本
人
に

は
秋
の
訪
れ
と
侍
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
風
流
な
音
色
に
聞
こ
え
る
。
や
は
り
文
化
的
背
景
に
よ
っ
て
言
葉
か
ら

受
け
取
る
印
象
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
っ
た
言
語
の
持
つ
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性

を
再
認
識
す
る
意
見
が
出
ま
し
た
。

続
い
て
D
「
．
≡
i
c
h
a
e
t
 
D
a
く
i
d
 
R
a
d
訂
h
氏
（
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
宗
教
学
教
授
）
　
の
講
演
「

日
本
人
ら
し
さ
と
人
間
ら
し
さ
と
の
間
」
　
で
は
、
西
洋
で
は
価
値
観
の
異
な
る
「
異
質
性
」
　
「
不
気
味
性
」
を
持
つ

東
洋
趣
味
を
総
称
し
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
。
こ
の
姿
勢
は
西
洋
の
優
越
感
、
倣
慢
さ
、
偏
見
を
表
す
も
の

で
現
代
西
洋
社
会
に
も
こ
の
傾
向
は
映
画
な
ど
の
文
化
作
品
に
垣
間
見
え
る
。
し
か
し
自
分
は
古
代
イ
ン
ド
仏
教
の

研
究
で
、
言
語
な
ど
の
表
層
部
分
が
仮
に
異
な
っ
て
い
て
も
、
ど
こ
か
に
人
間
一
般
の
共
通
点
が
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
？
と
意
識
し
て
研
究
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
差
異
を
見
出
す
こ
と
で
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
西
洋
的
な
物
の
見
方
は
排
他
的
な
考
え
方
に
行
き
着
く
。
日
本
人
が
信
仰
す
る
仏
教
に
は
、

差
異
を
誇
張
す
る
の
で
は
な
く
、
善
人
悪
人
の
差
異
を
認
め
ず
平
等
に
扱
お
う
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
差
異
を
認
め
る
か
、
否
定
す
る
か
、
文
化
的
背
景
、
価
値
観
が
異
な
る
社
会
の
中
か
ら
講
師
の
よ
う
に
共
通
意
識

を
探
ろ
う
と
し
て
も
相
当
の
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
と
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

今
回
の
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
は
テ
ー
マ
が
抽
象
的
な
た
め
、
議
論
が
噛
み
合
う
か
不
安
で
し
た
が
、
日
本
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
え
る
視
点
が
提
供
さ
れ
て
活
発
に
意
見
が
交
換
さ
れ
、
聴
衆
に
は
有
意
義
に
知
的
空
間
と
時

間
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
満
足
感
が
漂
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。



2009年度の主な活動実績
2009年
5月8日　　第1回理事会・通常総会・

シンビオ講演会「原子力組織による安全文化醸成」
7月31日－ 8月1日　原子力HMS夏期セミナー
8月20－ 22日　　　京大エネルギー科学GCOE国際シンポジウム
10月31日　第2回理事会・国際カフェサロン

「国際コミュニケーションと文化
一共に語ろう。私たちのアイデンティティー」

11月28日　研究談話会
「コミュニケーション支援とヒューマンインタフェースj

2010年
1月22日　第3回理事会・シンビオ技術交流会

「プラント状態監視技術」
3月5日　　第4回理事会

・「エネルギー・環境問題の国際動向」講演会
3月末　　国際電子ジャーナルI J NS創刊号

2010年度の主な活動予定
2010年

4月30日　　　第1回理事会・通常総会（京大会館）
6月末　　　　国際電子ジャーナルI J NS第1巻第2号
8月23－ 25日ISSNP2010（中国りヽルピン工程大学）
9月末　　　　国際電子ジャーナルI J NS第1巻第3号
10月下旬　　第2回理事会・国際カフェサロン
11月15－ 16日　研究談話会（石川県立生涯学習センター）
11月下旬　　シンビオ講演会（東京・京大オフィス）
－ 12月上旬

12月下旬　　国際電子ジャーナルI J NS第1巻第4号

2011年
1月下旬　　　第3回理事会・技術交流会（京都）
3月4日　　　第4回理事会■

「エネルギー環境問題の国際動向J講演会（大阪）
3月末　　　　国際電子ジャーナルI J NS第2巻第1号

発行　特定非営利活動法人　シンビオ社会研究会
〒606－ 8202

京都市左京区田中大堰町49　　　　　J
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